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｠ 軟Ｘ線放射光で１フェムト秒以下のパルスを用いると、過渡的な物性現象を時
間領域で測定するのにきわめて有用である。しかし、現在のところ軟Ｘ線の ERL
や FEL で想定される光波束の長さは１００フェムト秒程度である。パルス短縮は、
光波束の短縮とバンチ長の短縮という２つの側面があるが、前者だけでも実現す
れば応用範囲は広い。この研究では、アンジュレータにテーパーを付加し、それ
から放出される３次光（114eV）のチャープしたパルスを、２重回折格子で短縮す
ることを試みた。短縮率は２光子相関法で確認した。｠
｠ 一方、通常の２光子相関測定は、光子の統計的分布を知るためになされること
が多く、分光器を用いて波束長を１～１００ピコ秒程度に長くしてから相関をと
る。しかしこれでは波束長を観測する目的に適さないので、この研究では波束が
短いまま、２光子相関を測定するための種々の工夫を行った。まず、分光器をゼ
ロ次光配置として、入射光子数をかせぎアナログ信号の相関をとることを試みた。
相関器としては 3GHz の帯域を持つ double-balanced｠mixer を用い、圧倒的に多数
の偽の相関を除去するために、１つずれたバンチからの放射との相関を、同一バ
ンチからの放射の相関から変調法により差し引く方法を採用した。｠
｠ 下図の左は、テーパーを付加しないとき、右は付加したときの２光子相関測定
の結果である。空間コヒーレンスを良くすると相関率が増大するのは、光源がカ
オス的であることを示している。この両者を比較し、パルス長が約 37%までに圧縮
されている事が分かる。相当するパルス長は約 0.8 フェムト秒である｠
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